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あいだ哲学会規約 

 
 
１ 本会は、あいだ哲学会と称し、事務局を京都大学大学院・人間環境学研究科武田宙也
研究室に置く。 

２ 本会は、〈あいだ〉への問題意識にもとづく哲学的研究とその発展を目的とする。 
３ 本会の会員は、京都大学大学院人間・環境学研究科武田宙也研究室の関係者ならびに
委員会の推薦を受けた者とする。 

４ 本会は、次の事業を行う。 
（ ア ）学会誌『あいだ／生成』の刊行。 
（ イ ）研究会、講演会等の開催。 
（ ウ ）その他必要な事業。 

５ 本会の運営を遂行するために委員会を設置する。 
６ 委員会は、若干名の幹事を委嘱することができる。 
７ 規約の改正等の重要事項については、委員会の審議を経て決定する。 
 
 
 
 

『あいだ／生成』投稿規定 
 
１ 投稿資格は原則として会員に限る。 
２ 投稿論文の内容は未発表のものに限る。二重投稿は認めない。 
３ 原稿の採否は委員会の委嘱を受けた編集委員が審議の上決定する。 
４ 掲載された論文の著作権は著者に帰属する。掲載された論文等は原則として電子化し、
インターネット等を通じて公開する。 



      65 
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発行日：令和 2年（2020年）3月 31日 

編集・発行：あいだ哲学会 
京都大学大学院人間・環境学研究科武田宙也研究室 

〒606-8501 京都市左京区吉田二本松町 tel : 075-753-6540 

〔編集後記〕 
 
『あいだ／生成』第 10 号を、お
届けする。本号の巻頭を飾るのは、
ジャック・デリダのフロイト読解
を、近年刊行されたデリダの講義
録なども参照しつつ再考した意欲
的な論文である。また、武満徹を
扱った論文は『あいだ／生成』と
しては初となる英語論文である
が、武満の国際的な知名度に鑑み
れば本論文が英語で公刊されるこ
との意義は小さくないだろう。グ
ループ・マテリアルを扱った論文
は、80年代以降のアート・アクテ
ィヴィズムを牽引し、近年再評価
の進むこのアート・コレクティヴ
に関する日本語では初となる著作
であり、こちらも貴重な研究成果
である。一方で書評は今回、篠原
資明先生の新刊を論じた力作を気
鋭のベルクソン研究者が寄稿して
くれた。世界的に危機的な状況が
続くが、いかに小さなものであっ
ても、こうした自由な学問の場は
続いていってほしいと強く願う。
（武田宙也） 
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